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シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
同
様
の
事
件

思
わ
ぬ
紛
争
の
種
拓

　
　
長
野
県
小
諸
市
で
タ
イ
人
男
性
二
人
が
相
次
い
で
変
死
し
た
事
件
は
二
日
ま
で
の
小
鱗
苓
の
司
法
解
剖
結
果
な
ど
に
よ
っ
て

　
も
、
死
因
は
不
明
。
同
署
は
犯
罪
の
可
能
性
は
蒔
い
と
し
、
部
屋
に
あ
っ
た
大
里
の
久
丿
製
薬
品
の
調
べ
な
ど
か
ら
、
誤
歎
な
ど

　
の
捜
査
も
行
う
。
し
か
し
平
成
二
年
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
働
い
て
い
た
夕
。
ｊ
人
労
働
者
か
相
次
い
で
。
ナ
ソ
の
死
″
を
遂
哩

、
原
因
を
め
ぐ
り
両
国
か
激
論
を
展
開
、
タ
イ
剥
が
労
働
者
に
帰
国
命
令
を
出
す
な
ど
国
際
問
題
に
発
展
し
た
こ
と
が
あ
る
。

　
兪
死
し
た
の
は
タ
イ
人
男

性
’
ソ
ム
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
ナ
ヴ

ォ
ン
さ
ん
（
ｊ
）
と
プ
ラ
テ
ィ
ー

ン
・
ジ
ャ
キ
ッ
ト
さ
ん
（
一
£
。

｀
二
人
は
同
市
内
の
外
国
人
Ｗ
用

ア
パ
ー
ト
「
見
切
荘
」
に
昨
年

十
月
ご
ろ
か
ら
居
住
し
土
木
作

業
な
ど
を
し
て
い
た
が
、
現
在

は
無
職
だ
っ
た
。

　
前
夜
、
市
内
の
ス
ナ
ッ
ク
で

ほ
か
の
仲
間
と
ビ
ー
ル
な
ど
を

飲
み
、
ア
パ
ー
ト
に
帰
っ
て
か

ら
苦
し
み
出
し
、
一
日
未
明
、

小
諸
厚
生
総
合
病
院
に
運
ば
れ
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謄

変
死
し
た
タ
イ
人
男
性
が
生
活
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
「
見

晴
荘
」
帛
‐
火
の
咄
物
）
。
部
屋
に
は
何
樋
頬
も
の
薬
が

あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
９
ｈ
野
口
小
諸
山
田
に

た
時
は
手
遅
れ
だ
っ
た
と
い

う
。
　
小
腰
署
は
他
殺
の
可
能
性
も

あ
る
と
し
て
司
法
解
剖
。
そ
の

結
果
、
殺
人
の
線
は
消
え
た
も

の
の
、
直
接
の
死
因
は
特
定
で

き
ず
「
さ
ら
に
精
査
し
て
原
因

を
訓
ぺ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。

　
｛
々
「
見
晴
荘
」
の
部
屋

に
は
タ
イ
か
ら
持
っ
て
き
た
と

み
ら
れ
る
錠
剤
や
粉
末
の
薬
が

八
、
九
種
類
発
見
さ
れ
た
。
風

邪
薬
や
精
神
安
定
剤
な
ど
ら
し

い
か
、
説
明
書
が
タ
イ
語
で
詳

し
い
効
能
は
不
明
。
ご
の
た
め

同
署
は
「
こ
れ
だ
け
の
薬
を
持

っ
て
い
る
の
は
不
自
然
」
と
見

る
と
と
も
に
、
薬
の
誤
飲
で
は

な
い
か
と
の
見
力
も
し
て
い

’
る
。

　
現
段
階
で
は
″
ナ
ソ
の
死
・

だ
が
、
同
署
の
見
方
を
支
え
る

の
は
在
日
外
国
人
ら
に
医
療
情

報
な
ど
を
提
供
し
て
い
る
「
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
原
情
報
セ
ン
タ

ー
」
の
小
林
米
幸
所
長
（
小
林

国
際
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
の
見
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し
か
し
タ
イ
大
使
館
は
「
二

人
に
つ
い
て
は
不
法
那
在
と
み

ら
れ
る
た
め
事
情
を
承
知
し
て

い
な
い
。
ご
こ
敢
カ
月
、
タ
イ

人
の
突
然
死
と
い
づ
た
連
絡
も

入
っ
て
い
な
い
」
と
し
「
タ
イ

で
は
、
莱
を
手
に
入
れ
る
時
は

医
師
の
処
方
せ
ん
が
必
要
」
と
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ふ
ご
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
平
成
二
年
轡
の
タ
イ
ー
シ

ソ
ガ
ポ
ー
ル
間
の
論
争
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ー
ル
で
驀
い
て
い
た
タ
イ

人
の
ヱ
ノ
ｙ
の
死
″
か
相
次
い

だ
。
‘
　
　
ｙ
ヽ
ミ

『
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
か
調
べ

た
と
こ
ろ
、
七
年
間
で
二
百
人

に
及
ん
だ
。
同
政
府
か
原
因
調

査
に
入
り
、
タ
イ
人
が
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
パ
イ
プ
を
食
事
の
容
器

に
利
用
す
る
聞
か
あ
る
の
が
原

因
－
と
い
っ
た
趣
旨
が
伝
え
ら

Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
■
・

ご
ご
と
」
と
言
う
。

-

‘
”
‘と
こ
ろ
が
、
タ
イ
政
府
は
こ

れ
に
怒
っ
た
。

送
り
、
シ
ン
″

Ｑ

た
め
だ
と
発

叫

y＆

晦●

１

命
令
を
出
す
ほ
ど
に
関
係
は
こ

じ
れ
、
・
結
局
、
原
因
は
不
明
に

な
っ
た
。

　
東
京
に
住
む
あ
る
タ
イ
人
は

　
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ー
ル
で
、
タ
イ
人

労
働
者
が
死
ん
だ
の
は
ビ
タ
ミ

ン
の
不
足
の
せ
い
。
寝
て
い
て

そ
の
ま
ま
死
ん
だ
人
が
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
同
じ
ア
ジ
ア
人

で
、
’
タ
。
ィ
人
だ
け
が
特
殊
体
質

だ
と
い
う
説
は
ば
か
ば
か
し
い

こ
と
だ
。
外
国
で
は
そ
の
国
の

法
律
に
従
う
こ
と
か
大
切
だ

が
、
タ
。
ィ
人
労
働
者
が
不
法
に

働
い
て
い
る
日
本
な
ど
で
不
慮

の
死
を
迎
え
る
こ
と
は
悲
し
い

な

：つ

話
し
て
い
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